
【安全・安心な教育の推進】
●小学校学力経年調査における「いじめは、どんな理由があってもいけないことだと思いますか」に対して、最も肯定的な「思う」と回答する
児童の割合を85％以上にする。

●年度末の校内調査において、不登校児童の在籍比率を前年度より減少させる。
●小学校学力経年調査における「人の役に立つ人間になりたいと思いますか」に対して、肯定的に回答する児童の割合を90％以上にする。
●小学校学力経年調査における「自分には、よいところがあると思いますか」に対して、肯定的に回答する児童の割合を90％以上にする。
●望ましい集団の育成に向けて、学年のまとまりを高める取り組みを学期に１回以上行う。
【未来を切り拓く学力・体力の向上】
●小学校学力経年調査における「学級の友達との間で話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり、広げたりすることができていますか」
に対して、最も肯定的な「思う」と回答する児童の割合を40％以上にする。

●小学校学力経年調査における国語および算数の平均正答率の対全国比を、同一母集団において経年的に比較し、いずれの学年も前年度
より３ポイント向上させる。

●小学校学力経年調査における「外国語（英語）の勉強は好きですか」に対して、肯定的に回答する児童の割合を50％以上にする。
●小学校学力経年調査における「運動やスポーツをすることは好きですか」に対して、最も肯定的な「好き」と回答する児童の割合を60％以
上にする。

【学びを支える教育環境の充実】
●授業日において、児童の８割以上が学習者用端末を活用した日数が、年間授業日の50％以上にする。〔ただし、事務局が定める学校行事
等ICT活用が適さない日数を除く〕

●年次有給休暇を10日以上取得する教職員の割合を70％以上にする。
●第２期「学校園における働き方改革推進プラン」に掲げる教員の勤務時間の上限に関する基準２を満たす教職員の割合を80％以上にする。
●主幹学校司書と連携を強化し、授業での学校図書館利用を増やし、読書指導を進める。

きめ細やかな学習指導

1人１台端末をいかして学びの充実を図っていく。デジタル教材の
活用や心の天気の活用を通して児童の学習面だけではなく心の状況
把握にも努めていく。様々な場面でICTの活用の充実意を図れるよう
努めていきたい。また、今年度も高学年の体育科に専科教員を置き、
児童の運動能力や体力の向上と運動への興味関心を高められるよう
取り組んでいる。さらに、学校図書館には、週4日司書が在室し、貸
し出しやレファレンス、読み聞かせなどを行い、本に親しむ環境づく
りに努めている。

教職員の資質向上

本校では教職員の資質向上をめざし、校内研修の実施や学校外での
研修会・研究会への参加など自己研鑽に励んでいます。今年度より、国
語科を研究教科とし、「聞く」「表現する」力に重点を置いて研究を進め
ていきます。これらを通して学力の向上とともに、児童1人1人の達成
感や学習意欲の向上につながるよう取り組んでいきます。

自他を大切にする心、確かな学力、
健康な体を基盤とした

社会に貢献できる子を育成する。

①思いやりをもち、助け合える子
②自ら学び、最後までやりとげる子
③健康で、たくましい子
④目標に向かって、みんなで協力できる子

（令和７年５月１日現在）
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【種目別平均値】
項目 握力（kg） 上体起こし（回数） 長座体前屈（cm） 反復横跳び（回数） 20ｍシャトルラン（回数） 50ｍ走（秒） 立ち幅とび（㎝）ボール投げ（ｍ）体力合計点（点）
男子 15.78 18.38 32.73 34.16 47.09 8.90 146.76 19.44 50.84
女子 15.65 18.13 35.72 33.69 36.13 9.21 132.10 12.28 51.85

【平均正答率（％）】
国語 算数
60 57


